




























くい」としている（日本経済新聞 2020 年 9 月 28 日朝刊）。
また、遠隔授業についての実践研究として、小池（2002）は遠隔授業の利点
と問題点について、それぞれ以下のようにまとめている。
「遠隔授業の方に利点が 多いポ イントは、（1）機材が 予め組みこまれており使
用しやすいこと、（2）キャンパ ス間（時には学校間）の受講生の交流が 生じ る
こと、（3）キャンパ ス移動を伴わず に受講生が 受講で きること、（4）非日常的
授業が 展開で きることの 4点で ある」。

































































































































































学生から回答を得ることができた。入門クラスは 45 人のうち 16 人、インテン
シブⅠクラスは 29 人のうち 10 人が回答し、2クラスとも約 35％の回答率であっ
た。
【授業評価アンケート集計結果 1】
1 強くそう思う。　2 そう思う。　3 どちらともいえない。




















87.6％、インテンシブⅠクラスはそれぞれ 7人と 3 人で 100％、どちらも満足度
が高かった。また、「授業の到達目標を達成できるか」という質問に対し、入門
Ⅰクラスはそれぞれ 3 人と 8 人で 68.8％、インテンシブⅠクラスはそれぞれ 3
人と 6 人で 90％、回答者のほとんどが目標達成を前向きにとらえていることが
わかった。さらに、「教員との意思疎通はできたか」という質問に対し、入門Ⅰ
クラスはそれぞれ 7 人と 6 人で 81.3％、インテンシブⅠクラスはそれぞれ 4 人
と 5 人で 100％（1 人未回答）、遠隔で懸念されている意思疎通の問題はそれほ
ど起きていなかった。「この授業で自主的な学習への意欲を促されたか」という
質問に対し、入門Ⅰクラスはそれぞれ 2人と 11 人で 80.3％、インテンシブⅠク
ラスはそれぞれ 8 人と 2 人で 100％、学習の自主性を促進する効果が見られた。
最後に、「今後もこの言語の学習を続けたいか」という質問に対し、入門Ⅰクラ






























































































































































































１）文部科学省が令和 2年 8月 25 日～ 9月 11 日、全国の国公私立大学（短期大学を含む）
及び 高等専門学校を対象に実施した、当年度後期等の授業の実施形態等についての調査
によると、全 1060 校のうち、全面的に遠隔授業を実施するのはわずか 1校のみ。8割の
学校が対面と遠隔の併用を予定し、そのうち約 6割がおおむね半分以上の比率で対面授
業を実施する予定とされている（2 文科高第 543 号　https://www.mext.go.jp/
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